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(22)南 方材 パルプに關す る研究(第6報)

堀 尾 正 雄 ・大 田 永 勝

要 旨

本報を厚て喜多研究室パルプに關する研究第24報 する。

著者の一入(大 田,奮 姓巫)は 既にラワン材の分析並に亜硫酸

蒸解の確 に關して簸 報告した・南方材の亜轍 蒸解に慣 騨

題として考慮せねばならぬ幾多の難黙がある。本藏に於ては亜硫酸

法によつては蒸解困難なラワン材 を硫酸鯉法を以て蒸解するとき

趣めて容易に蒸解されること,並に此硫酸鯉パルプよ砂作られた紙

が極めて優秀な機械的性質を存し現下最 も重要課題である南方賛

源の化學的利用の見地より見て注目すべき竜のである事を報告せ

んとする。 ・

L緒 言並 に盗硫酸蒸解の結果

大東亜瀞 の光輝ある職果と共に南方の諸地方は今や渾然一腔

となり帝國の共榮圏の傘下に牧められた。而 して此等の地域に於

ける種々な資源の活用を計る事は章ふ迄もなく最も大きい課題で

ある。而して第一に注目すべ き資源の一は實に繊維素資源であ

.る 。夫は此地方特有の強烈な光と熱 と好適な風土に悪れ植物資源

の生育に極めて良好な條件を具へて居るからである。繊維素資源

としてはマニラ臨 カポ ヅク,.綿花等屯學げられるが最も廣範團

に亙 わ莫大な量を占めるものは森林資源である。

泰國,馬 來,奮 蘭印,奮 英領ボルネオ及び比律賓の森林面積を

合計すると19,400萬 町歩 となり,日 本内地及 び外地森林面積の

奮借彊に當る。而して満洲國をも加へ 大東亜共榮圏の森林 面積

を総計すると實に27,000萬 町歩となり世界屈指の大森林國とな

つた。而して全面積申森林の占める率は世界に比類なき高率を示

し,南 方諸地方の李均は71%に 嘗る。大森林地帯と目されて

居 る瑞典及び加奈陀に於てすら森林率が夫々56%及 び33%で あ

るのに比して著 しく高率である事が剣る。未にも拘らず南方諸地

方の森林の利用は極めて微々たる状態にある。大東亜職雫以前に

於ける年伐採量は燃料及び用材を合して僕か5β00百 萬石に過ぎ

ない。而してパルプ及 び紙等の化學的利用は皆無である。彪大

な領土の鑛大と共に紙,パ ルプ並に人造繊維の需要の激壇するこ

と唱亦必至である。之を從前通 りに,大 東亜中の一小地域1ヒる樺

太及び北海道に主に依存することは不可能である◎蝕に南方の天

恵資源の薪規利用を計ることは焦眉の問題である。

南方材の化學的利用に關する研究は極めて僅少である。特に工

業的問題と結び附けて考慮し得る程に研究は蓬められては居な

い。今迄に獲表された文獄を列學すると家の如 くである。

化學成分の分析に開する研究F。M.Yenk◎(踏 沼、Jo凱50¢.、

1932夢47,281,343,48,299349,587,1934,53,489;55,1)

は比律賓材73種 の分析結果を獲表し,更 に右田氏(繊 工,昭 和

8,9 、338),岡 田氏(繊 工,'昭」和∬,12,109)は 夫々1種,志

方,小 ノ}1氏(繊工,昭 和12,13,305),駆,傍 藤(繊 工,昭 和

12,13,496)は 夫々2種 及び三浦氏(繊 工,昭 和12,13,443)

は12種 の比律賓材の化學分析結果を襲表 して居 る。ボルネオ材

に關 しては巫,伊 藤(繊 工,昭 和12,13,496)の4種 及 び三

浦,北 野武(繊 工,昭 和14,15,167)め ユ3種 の試料に甥す る

分析が獲表 されて居 る。奮蘭領 ニウギニア材6種 に 關 しては三

浦氏の 分析報告が あ り,泰 國の幼年木(5、50年)13種 に蘭 し

ては志方氏(人 絹界,昭 和 ユ69,191)の 研究がある◎

前記試料 は殆 ど全部潤葉樹であるが,此 等総ての研究報告を通.

覧整理す るときは,南 方材 の化學成分か寒暖幣潤葉樹に比べて閉

瞭な特微を有す る事が確知 され る◎邸ち上記南方材の リグニ ン含

有率は25～35%の 範 園内にあ り,寒 暖帯潤葉樹の リグニンが

20%前 後 であるのに比べて約10%高 い値を示す◎また潤葉樹に

於て特に含有率の高いと看倣 されてゐるペ ントザ ンを見 ると概 し

て16%以 下 であ り少い ものでは8%に 過 ぎない。寧 ろ寒温帯

地方 の針葉樹に も比すべき低率 である。次にパルプ及び紙 として

の性質に影響する繊維の長 さを見 ると李均2憩m以 上の試料籔

種あ り温寒帯潤葉樹 より長いものが存在す る◎

パルプ製邉に關ずる研究 ソーダ法及 び亜硫酸法 を適用 した研

究が若干護表 されて ゐる◎右田氏(繊 工,昭 和8,9,338)は 白

ラワン材1種 を原料 として ソーダ法 により蒸解 し,苛 性 ソーダ

使用量原木に蜀 し25%,最 高 温度170◎C,4時 聞 の蒸解に依 り

約34%の 牧 率を以てパル プを得て居 る◎蒲 して得 られ たパル プ

の強度 は小 さい と報告 して居 る。岡田氏(繊 工,昭 和U,12 、

109)は 矢 張 わ白ラワン1種 につき亜硫酸蒸解 の研究を行 ひ,エ

ゾ松,ト ぐ松 の如 き好結果は得 られ ないが蒸解 は比較的餐易であ

ると言つて居 る◎志方,ワ」・川氏(繊 工,昭 和12,13,305)は 比

律賓産 ビノア ン及びナンカエール及び墓醗 ウラジ綱エノキを亜

硫酸石荻及 びマグネシウム法を以そ蒸解 した結果 ウラジロエノキ

が最 も良好 な結果を示 し,ビ ノア ンは漂白困難,ナ ンカエールは

蒸解困難の敏黙あることを指摘 した◎ダヴァオ産材12種 につ き

全SO25.5%C泓01%,最 高 濫度145¢C,最 高塵力5～7氣 塵,

最高濫度持績時間a5～5。5時 間,全 蒸解時間12時 間なる標準

條件を以て蒸解 を行つた三浦氏(繊 工,昭 和13,14,453)の 研

究結果に依れば蒸解容易 なものは皆無 であつた。三浦,北 野氏(繊

工,昭 和15,ユ6,93)は ボルネオ材13種 を結合亜硫酸の比較的

高い蒸解液を以て蒸煮 したが,其 結果 は比律賓材 と同様に良好 な

成績を示 さなかつた。次に奮蘭領 ニユーギニア材6種 を全SO2

窪.7%,C801%の 蒸 解液を以て虞理 した結果 も同氏等(三 浦,

人絹界,昭 和B,6,567)に 依 ら報告されて 居 る。其結果 によ

る と比重(容 積重)の 小 さいKedQndo泊9(容 積 重 ¢32),Khlem

(容積 重025)は 蒸 解容易であるが,重 硬 な材,例 へばKeもap鋤

hoet鋤(容 積重0.73),Kal◎ebeukadedang(容 積重0。45)は

比較的困難であつた◎志方氏(人 絹界,昭 和 ユ6,9,191)は 泰國

の幼年木13種 を亜硫酸 カルシウム法に より蒸解 したがその中の

雫分は蒸解困難であつた◎

著者 の一入大田 も夙に南方材特に 比律賓 及 び ボル ネ オ産 ラ
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第1表 種々なラワン材の外槻的特徴 化學成分並に亜硫酸蒸解の難易

試料 産地 棚 色調 紛 次分器 豹;ト2ζ 辮 嚢轟 霧

(%)(%)(%)(%)(幼(%)

1不 明 甚 重 硬 暗 赤103α073,19339。651.0不 能

2"グ 茶 褐1040・087.81073&450。0"も

3"輕 軟 黄1060.42102・1工036.149.6可

4〃 甚 重 硬 暗 赤 ・930.056.51004a747.0不 能

・5ボ ル ネ オ"暗 赤900 .01agU239550。1"

6"輕 軟 淡 褐96ユ.61916732.750.1可

7比 律 賓"黄1160.63.61473L255.8〃

8ボ ル ネ オ 稽 重 硬 淡 褐126034β コ3038.652.5困 難

g"""840。56.31673655鼠6"

10比 律 賓"暗 赤101022.58843.148.8不 能

ワン材の亜硫酸蒸解の研究を詳細に行ひ威績を獲表 した(巫,伊

藤,繊 工,昭和12,13,4961昭 和13,14.62,240,3151昭 和14,
'15
,53)◎今著者等により得られた結果を概括すると第1表 の如

くであつて興昧ある事實を確認することが出來る◎邸ち亜硫酸蒸

解の難易は化學成分如何によるよわは寧ろ材質の輕重即ち容積重

が決定的の要素となる◎第1表 最後の欄には亜硫酸蒸解の難易

に就き記載した◎輕軟な材は色調 も淺 く,亜 硫酸蒸解はエゾ松及

びトぐ松に於けると同様圓滑に行ふ事が出來,未 晒パルプの牧率

も概して48%～53%の 範園にあり極めて良好である。之に反し

て重硬な材は一般に濃色を呈し亜硫酸カルシウム法に依ては全 く

蒸解する事は出來ない。而して此等の中間に位する材,例 へば試

料8及 び9は 容積重約 砿7で あるが通常の亜硫酸法の條件では

蒸解され難い◎併 し之に饗 して著者等は高座を用ひる時,例 へば

最高歴力を8氣 歴に高める時比較的良好な結果を得ることを示

し得た◎
辱
扱著者等の研究結果並に他の研究者の結果を綜合するに,何 れ

も皆樹種に依 り性質が極端に相違して居ることが知られる。而も亨

一地方の樹種にして既に千差萬別の學動を示してゐる
。

凡そ南方材の大部は潤葉樹である◎潤葉樹の化學的利用は針葉

樹の場合に比べて不利な黙が多く,其 爲に現今極少量を除いては

パルプ並に製紙の原料としては用ひられず,專 ら特別の針葉樹が

用ひられて居る。潤葉樹の主な不利は(1)種 々な樹種の混合,

(2)繊 維の短少及び(3)化 學威分の特異性である。

南方材に於ては(1)の{映 鮎が最も強 く影響し南方森林の牝學
　

的利用の困難は最も多 く既庭に胚胎する。若 しも輕軟淡色の材だ

けを選澤的に採集することが出來れば事簡軍であるが,一 般た混

瀟密林を作る南方地方に於て此を求むることは不可能に近い◎ま

夫蒸解の可能或は不能を外部から識別することも容易ではない◎

亜硫酸法を現地で行ふ上に今一つ困難となり得るのは熱帯地方で

濃厚な蒸解液を作るに不便のある事である◎ 一

漉硫酸法は現琴最も廣 く行はれて居る化學パルプ製造法である

が・之を南方に移植して威果を學げることは困難である。若 しも

之を行はんとすれば,唯 一つの道は既に開墾された地方に適當樹

種だけを植林するととである◎之は可能性 も多 く,ま た重要な事

ではあるが・莫大な既存森林或は現存の過剰資源を利用すると言

ふ問題てはなく將來に懸つた一つの懸案である。

IL硫 酸 璽 蒸 解

薫硫酸激は現今最 も廣 く行はれて居る方浩であり,庸 檜及び縦

等に甥 しては適當であるが,之 が適用され難い場合も少 くない。

例へぱ一般樹脂材は亜硫酸法によつては蒸解され難 く.或 物は全

然蒸解不能 となる◎ 斯かる材に饗しても硫酸騨法が極めて良好
も

な結果を示すことは著者等によつて既に激凌指摘された。即ち内

地落葉松は亜硫酸法を以ては圓滑に蒸解 し得ないが硫酸塵法では

高牧率の下で優秀なパルプが容易に得られる(福田,堀 尾,本 誌,

昭和14,42,778;堀 尾,幅 田,日 本化學繊維研究所講演集,昭

莉15,5,107;堀 尾,幅 田,本 誌,昭 和15,43,824;化 學研究

所講演集 昭和 ユ6,12,27;堀 尾,近 土,本 誌,昭 和17,45,

50)。また赤松の如きも硫酸盤怯に依るときは 未蒸解物 をのこす

ことなく園滑に蒸解される(詳 細後報,第26報)◎

楓 上記南方材の多くは亜硫酸法iによつては蒸解され難いが,

其原因は元 より樹脂材の場合と同一であるとは限らない。併し上

記の結果に基き此等南方材に野 しても硫酸塵法を適用することは

興味あることである。そこで試料 としては容積重 α70,即ち唐檜

の約2倍 の比重を有するラワン材に就ぎ硫酸甕蒸解を試みた。

既試料は第1表 の8,9に 該當し,普 通の亜硫酸法の條件では

蒸解され難く,濃 酸を用ひ高堅(8氣 塵)で 蒸解して初 めてパル

プとなし得る如き者である。原木の化學成分は第2表 に示した、

既試料を硫酸躍法に依 り蒸解した結果は第3i表 に示した如く,亜

硫酸法とは大いに異 わ極めて容易に且高牧率の下にパルプを製造

する事が串來る。蒸解條件,得 られた未晒パルプの化學分析結果

は夫々第3表 に詳記した◎

第2表 原木の分析数値

容樋 齢 ζ努=を ペント リグ 全繊
抽 串 分 ザン ニン 維素

(%)(%)(%)(%){%)

q700283,7411。6434 .2948驚64

亜硫酸法に依るときは最高温度持績時聞5時 間,全 蒸煮12時

間に於ても篠 解困難な樹材が,藥 品使用量25%の 場合謹 か

30分 の最高濫度持績(豫 熱15蒔 聞以下皆同 じ)を 以て殆 ど完

全に蒸解され る◎更に時間を長 くすると牧傘ほ若干低下する。

師ち約1時 間の最高温度持績を以て充分である。

藥品使用量20%の 場合は30分 の最高濫度持績では蒸解轍

不充分の檬である。但し特殊目的の紙を作る場合之以下でも差支

へない◎か蕊る場合は更に高牧奪の下でパルプが得られる。最高
濫度持績L5時 聞以上では未蒸解分は殆ど潰失する、

蒸解時闇を可威 り延長 しても牧率が叢千低下する程慶であるか
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第3表 中 硬 ラ ワ ン材 の 硫 酸 鍵 蒸 解

馨義解 欝 評聯 黍欝 銘鱗 潔 躍 欝 驚
1250.52544β00.500ま550.898。9642691357.99

2251.53、544.040鱗010.501 .0710驚012.5695。50350

325254542210辱280.481鷺0010嚇552.6696噸17304

4253.55541。740。03α480.9610,122,8896,30543

525生56獅540も700。010.451.0410.392、9096,825.01

1200.52万48.70ξ 凱750.56α8193414.797943--

1正20153.543ま330噂300.540β68藤855.7193。43542

皿203.05.042520.01・0.55■0295362592.424.38

1『204b56.543β90.000.520.919.6629793.934.34

V藪)6.5&54α16(跳010.400829873し3995.143.26

*縄 乾 試 料 にi封す る%
。 硫 化 度33%(但 し硫 化 度=(N3黛S)xlco/N鋤2s十NaoH)

糎8/1000刻 臼 ス ク リー ン(軍 板 型)に よ り飾 別 され た 部 分 を絶 乾 試 料 に 封 す る%を 以 て示 す
、

ら・假に材質の極端に相違する樹種を混合して蒸解しズも略々均

一な蒸解が行はれると豫想される◎夫は何れ別報に報告する豫定

である。 蟻 一

パルプの化學分析の結果を見るとペントザソの含有量が普通の

亜硫酸パルプより多いことが注目される。

III.上 記硫酸睡バルブよ リ作つた紙 の性質 ・

硫酸盤法に依るときはラワン材より極めて容易にパルプを邉 り

得ることを知つたが,次 に夫の用途に關して紙の機械的性質を検

討する事が重大である。由來潤葉樹は繊維が短少な爲に,夫 箪掲

では機械的に極めて劣等な紙より得られないため,之 の使用は全

く拒否されて居た◎然るに上記の方法に依 り得られた硫酸蝿バル

ブを用ひて紙を抄造し,機 械的性質を槍討した所,第4表 に示

した如 く極めて優秀な性能を護揮し,現 今エゾ松,ト ぐ松を原料

として工業的に得られて居る最高強度の包装紙たるセメント袋に

劣らない値を示すことが知られた◎

《

第4表 ラワン硫酸騒パルプ紙の機械的性質(測 定條件:關 係濾度65%,温 度200C)
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ラワン硫酸盤パルプ紙の種々な強度は叩解度に依 り著しく支配

される。全然叩解を行はない試料では引裂彊度を除く他の総ての

性質は極めて小であるが,僅か叩解すると急に彊度を増す(特に蒸

解番號2参 照)。50。SRに 達するには實際上困難はなく,簡箪に

行ふことが出來るが此程度の叩解度に於て既に充分な強度を示

し,第4表 最下行に示したセメント袋の強度に匹敵 し或者は之

を遙かに凌駕 して居る。本實瞼でば市販セメント袋よりも可成 り

大きい坪量を持つ如く抄造したので,詳 細な比較は困難かも知れ

ないが,総 ての性質が少くともセメント袋に匹敵して居る事は是

認され得る所である。坪量の影響に齎(は 何れ別に吟味し度いと

思ふ。また異つて樹種に就て得られた結果も別報に報告する豫定

である。

潤葉樹から印刷紙程度の彊度の紙すら得られない と考へられて

居たにも拘らず,本 實験が示す如く,現 今工業的に得られて居る

最高彊度の包装紙に匹敵する紙を製造し得ることは洵に興味ある

鮎である。特に南方の開獲及び各地産物(例 へぽ,顯 砂糖)

の輸邊の上に此種包装紙は不可峡の資材であり今後著大なる需要

が豫想される。此鮎に於て注目に値すると考へる…次第である◎(ア

プリ.力産潤葉樹及びブナの硫酸盤蒸解}ヒより可威り張力な紙の得

られることは最近Runke1及 びJ8yme等 に依ても報告されて

ゐる。また著者等も南方材以外の他の激多潤葉樹の硫酸盤蒸解を

行ひ興味ある結果を多藪得てゐる。夫等は何れ後に報告する豫定

である)。

IV.叩 解過程 中に齢 ける墾化

,上記潤葉樹から強靱な紙を製造 し得る理由に就ては種々な鮎を

考慮せねばならぬと思はれる。併 し第4表 の結果が示す如 く,叩

解の影響が特に大きい事が注目される。針葉樹パルプに於ても叩

解の影響は顯著であるが此場合はより一居著 しい檬である。叩解

に俵 り上記潤葉樹硫酸霊パルプの強度上昇の模檬を推察する爲に

叩解過程中に於ける細胞の形状の攣化を顯微鏡を以て追究した。

第1圖 は夫を示す。また第2圖 は針葉樹亜硫酸パルプの叩鰐過

程を示す。

・ 扱,第1圖 を見ると,ラ ワン硫酸盛パルプを叩解して行 く時,

導管及び柔軟細胞は,例 へば30。SRに 於て破壌し初め,50。SR

に於ては更に彊 く破壌され,之 が硬膜細胞間に,恰 も膠結剤の如

くに散布して居ることが見 られる。夫にも拘らず硬膜細胞 自身は

叩解中常に健在であつて繊維の分枝すら殆 ど認められない。即ち

木材中の繊維は短少であつても,其 長さは叩解されたパルプ中に

於て侮保持されて居る。而して此強靱な細胞が破裂し膠質化され

た導管及び柔軟細胞の爲に膠結 され,上 記實瞼が示す如 く張靱な

紙を生威するも¢猪 考察される。

之に封して針葉樹の亜硫酸パルプの學動は著 しく相違す る。第

牙圖に見る如く,30。SRに 於て既に僚導管の分枝が起る。ζの分
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枝の爲に繊維が絡合して強度の上昇を來す。しかし此際既に蝦導

管の劫臨が起り繊維は可成り短 くなつて居る◎更に50。SRに な

ると繊維の分枝が増す一方切断も亦著 しくなり,膠 状化も起る◎

即ち針葉樹に於ては木材中の繊維は長いが叩解された亜硫酸パル

プ中に於では切断されて著 しく短小 となり,元 の長繊維としての

特徴を失つて居る。ラワン硫酸盤パルプが針葉樹亜硫酸パルプよ

り彊靱な紙を與へる事は・此襯察からも或程度よく説明する事が

出來る。併し紙の強度は種々な條件により支配され得 るから此黙

に關しては倫深く研究を行ふ必要がある◎

紙強度測定に關する實験 得られたパルプを實験室用ピーター

を用ひて所定の叩解度に達する迄叩解した後,試 瞼用抄紙機(紙

試料の直径155mm)に て厚 さが一定となる様注意して抄造し,

之を毛布間に挑んで50kg/c塒 馨の塵力を以て墜搾脱水し風乾試料

を造つた◎之を關係灘度65%,温 度20。Cの 恒温室内に充分永

.く放置し此條件の下で強度を測定した。

抗張強劣はSchopper迅 速紙彊度試験機を用ひて測定し,断裂

長に換算した。

破裂度の測定には ミュレン破裂度試験機を用ひ,比 破裂度は次

式により試算した。比破裂度=Bxloo/即(但 しB:破 裂強度

㎏1cm2,}7:坪 量9/m奮)

引裂強度はElmendorf試 験機を用ひ規定の慮法に從て測定し

引裂強度は次式で計算した◎引裂強度4x100/rγ(但 しご:16枚

を引裂 くに要するエネルギーを9箪 位を以て示す◎肌 坪量9/mら

V,総 括

.1.南 方材は樹種極めて多く一地方の樹材と錐も甚 しく懸隔 し

た性質を示す◎此等に甥して亜硫酸カルシウム蒸解法を適用した

結果 輕軟な材は比較的容易に蒸解されるが,重 硬な材は蒸解困

難乃至不可能であることを確認した◎而して概括的に云へば蒸解

困難である◎適當な輕軟材だげを選澤的に蒐集する事が至難であ

ることを考へるとぎ,既 有森林即ち現存植物資源の化學的利用に

樹して亜硫酸パルプ蒸解法を探用することは不可能であらうと考

へられる◎

鼠 上記南方材は硫酸璽法に依るときは亜硫酸法 とは異り極め

て容易に蒸解される◎パルプの牧率 も亦良好である◎

3.得 られた硫酸盛パルプを30～50。SR迄 叩解するときは極

めて強靱な紙を製造する事が出來る◎切籔強度,伸度,比 破裂度,

購折藪,引裂強度を種々な條件で得られた試料に就て楡討した所,

市販セメント袋用纏 こ劣らない優秀な性能を具へて居ることを知

つた。

生 上記硫酸璽パルプ並に針葉樹亜硫酸パルプの叩解過程申に

於ける細胞の形状の攣化を顯微鏡的に追究し,ラ ワン硫酸盤パル

プの彊靱な理由に甥 して一つの推察を行つた。
＼

本研究は文部省科學研究費,谷 口工業奨踊會奨學金及び王子製紙

株式會肚漿學金の援助の下に行はれた◎鼓に厚く感謝の意を表す

る◎また顯微鏡試験を援助された近土隆君に謝意を表する⇔

(京都帝國趣 工業化學教室喜多研究室)(昭 和17年11月11暖 理)

(23)ヂ フ ェ3ル エ タ ン の 空 氣 酸 化 に 依 る
、

ベ ン ズ ア ル デ ヒ ドの 製 造

由度 章三 ・原 廣 夫 ・金子 正彌 ・小田 良卒

緒 言

嚢に著者等はfヂ フェニルエタンの 熱分解に よるトルオ戸ルの

合成」なる報丈(本 誌,昭 和16,44,724)に 於 て著者等の一人

小田(本 誌,昭 和7,35,1357、 が獲表 せる 「ご重結合の 法則 の

擾張Jを ヂフェ帯ルエタンの構造に就 き適用 して考察 し,ヂ フヱニ

ルエタンの構造中に於て,α とβ 淡累原子問の結合力が最 も弱いで

あらうとの理論的考察に基 き,こ れを水素ガ ス中で熱分解せ る塵,

熱分解 し得 る最弱の條件に 於て トルオだ ルを 牧量良 く得たのであ

つた。これ等の實験結果に基 き更に著者等は水素 ガスの代 りに空氣

申の酸素をヂフ ェニル タンに作用せ しめて α と β 聞の結合を切

噺せん と試 みた庭豫期通 りに空氣中の 酸素に依ても α と β 問の

結合は容易に切断せられ,主 生成物 としてペンズ アルデ ヒドを得・

術その他少量の安息香酸 をも得た。更に 著者等は 同檬な條件に於

て,他 のヂフェニルエタン類即ちヂフェニル妙タン,α 一α一ヂフェニ

ルエタン,α,β 一ヂフェニルプ ロパ ンに就て窒氣酸化 を行ひ,そ の

酸化生成物 を検 した庭,ヂ フェニルメタンは殆 ど酸化せ られず,

α一α一ヂ フ呂ニルエタン及 びヂフェニルプ 捻パ ンに就 ては α「β一ヂフ

1㌧

エニルエタンの揚合に比すれば,僅 かに少部分 しか酸化されない事

を知 り,之 等の聖氣酸化による炭素原子聞の切断は α一β一ヂフェニ

ルエタンに特有の性質である事 を知つた。此慮に之等貿験結果 を報

告 る次第である◎

1.α,β 一ヂ7エ ニル エタ ンの空氣 酸化

ヂ ブェニルエ タンの室氣酸化 に關する研究は,唯 僅かに==,三

の特許(米 特許1,463,255及 び197,319)と して報告せ られて ゐ

るに過 ぎない◎前者嫁鯛媒 として,多 量のマンガン酸化物 とアル

カ リを用ひて主 として安息香酸 の生成す る事を特徴 とし,後 者 は

無賜媒にて液相 で反懸せ しめて,ベ ンズアルデヒ ドと安息香酸 と

を得てゐる◎著老等は主 として無賜媒の場合及び,鯛 媒 として五

酸化ヴγナヂ ウム及び酸化銅を用ひた場合 の生成物を検 した◎

試i餅:試 料 として用ひたヂ ブェニルエタンはベ ンゾール とエチ

レソヂ クロリドとよりブリーデル ・クラブッ反鷹で合成 した。そ

の詳細に就 ては既に報告せ る塵で(本 誌,昭 和16,44,722)著

者等は減璽蒸溜 に依 り精製したヂブェニルエ タソを再結晶す る事

な く,そ のま 工用ひたo


